
【令和５年度生ごみ処理機器モニターリポート Vol.27】 

生ごみ処理機器を使用したモニターの声を伝えていきます。 

  

    

 

5 人家族で大型の機器のモニターです。 

こちらの方は、使用の都度、乾燥前と乾燥後の重量比較を記録しており、それによると、使用開始とな

る５月下旬から 12 月上旬までの間で 56.4 キログラムの生ごみの減量となっています。 

投入前の下準備としては、水分の多いものと少ないものを分別するとともに、水切りの必要性を強く感

じているそうですが、それらの下準備に対し、面倒と感じることもなく使い勝手はとても良いそうです。 

使用状況の報告として、果物の生ごみが多く出たことにより使用頻度が増え、そのことにより、乾燥後

の量も少し多くなったそうです。 

 

【令和５年度生ごみ処理機器モニター事業について】 

令和４年度に続き、令和５年度も釧路市では生ごみ処理機器の新たなモニターを募集し、使用した感想

を発信していくことで生ごみの減容・減量化への意識を醸成していく取り組みを行っています。 

皆さんも、モニターの声を参考にして生ごみの減容・減量化に取り組んでみませんか？ 

 

※掲載されている内容は、あくまでも生ごみ処理機器を使用した感想であり、機器の性能評価ではありま

せん。 

 

【問合せ先】 

 釧路市市民環境部環境事業課 

 TEL 0154-31-4551 FAX 0154-24-4145 

 ka-haikibutu@city.kushiro.lg.jp 


